
6 防除対策推進上の問題点及びその対策  

農作物名  嫡沓虫名   問  題  点   対  策   

水  稲  いもち病  ・長期辣劾性の籍処理剤が普及したため，本田期防除  ・的確な発生状況の把握と発生初期の防除  

に対する意欲が低下している。   ・BLASTA当の感染好適日データを活用した発生予  

・防除時期が遅れ、感染好適条件が乾くと発生が増加  測と防除給導  
することがある。   ・常発地では粒剤による予防防除の実施  
・耐病性が弱い晶亀の作付増加   ・晶唖の特性に応じた栽培管登と防除  

トヒ●ィロウンカ  ・生息密度の餌場問屋が大きく．また株元に寄生する  ・開場毎の生息密度の把握と発生初期の防除  
ため、生息密度の把握に労力を要する。  ・適期（幼虫のふ化墳期）防除  

・長期段劾性の箱処理剤が普及したため，本田期防除  
に対する意欲が低下し．適期防除が行われにくい。  

コフ■／メ佃■  ・被害痛が目立つことや被宵乱 増赦免の予測が川来  ・被害放．糟粕虫の予測法の確立と嬰防除水準の  

ないため，過剰に防除する傾向にある。   設定  
・飛来時期，地域により，発生時期や増殖血が見な  ・地域における発生予察体制の確立  

る．  ・盈糊（幼虫のふ化鰯期）防除  

・ウンカ矧こ対する長期戎劾性の箱処理剤が普及した  
ため．ウンカ類飛来時の薬剤散布回数が減少して．  
本虫に対する防除圧も低下している。  

斑点米カメムシ  ・休耕田や畦畔の雑草で増殖し，そこから飛来し加害  ・雑草他における発生状況の把握  

顛   するため．発生量の把鰯が困穀である。   ・フェロモン刑事による簡易な発生予察法の確立  
・薬剤の捜効が短く、防除効果が上がりにくい．   ・増殖源となる休耕田や畦時の除草及び薬剤散布  

・長期残効性薬剤の開発、登録  

㍍ミルコーがイ  ・用水路における有効な防除手段がない。   ・用水路における防除法の確立  
・大雨時に浸冠水する地域が多く．用水路から本田へ  ・用水路からの侵入防止栂（網）の設置  
大銃の見が侵入する。   ・浸冠水地域の開場整備  

・湛水が川来ない圃場では、薬剤の本田施用が困難で  ・効果の高い薬剤の開発、登録  
ある。   ・天敵，微生物等による生物的防除法の砥立   

大  豆  ハスモンヨトウ  ・発生初期に防除を行わないと，その後増殖して防除  ・的確な発生状況の把垣と発生初期の防除  
が囚盟となる。   ・適期（若齢幼虫期）防除の徹底  

・幼虫の齢が進むと薬剤の防除効果が低下する。   ・効果の高い薬剤の開発、登録  
・茎薫が繁茂するとキ剤が虫体にかかりにくく．防除  
効果が上がらない。   

ばれいしょ  疫  病  ・初期防除の遅れや防除不徹底（散布皇の不足専）に  ・適期防除と適正見放布  
よる多発．   ・薬剤の輪番使用  

・好適条件下では発生後の進展が極めて速い。   ・粉剤並びに無人ヘリの利用など価便かつ有効な  
・フエニルアマイド系割に対する耐性菌の出現   防除法の確立  

・茹剤感受性換定の実施と検定結果に基づいた有  
効薬剤の使用  

Yげイク病  t近年の発生増加で広域朋に擢病種いもが増加．   ・硬いも更新の徹底（地域的・広域的）  

・砥いも更新の不徹底．   ・アブラムシ類防除の徹底（地域的・広域的）  

・アブラムシ類の防除不徹底．   ・発病抹の早期抜き重り処分  
・野良生え辱の圃場管理の不徹底。   ・アブラムシ穀の薬剤感受性嶺定の爽施と換定結  
・現在の主要品種（ニシュタカ．デジマ）での病徴等  果に基づいた有効薬剤の使用  
の発生様相や病原ウイルス（PVY）の系統（普通系  ・主要な品種及び作塾での発生域相並びに病原ウ  
統、タバコえそ系統、塊茎えそ系統）辱の性状に不  
明な点が多く，本病の早期発見や防除対策が困難で  
ある．   

かんきつ  ウイルス病  ・発病までに年数を要するため、早期発見が赦しll。  ・無毒苗・馳木の使用  

・発病樹の伐採、抜椙  
癖   ・病気に対する良家の意扱が低い。   ■はさみ等の消葦の徹底  
ステムビ，ライ  ・簡易で迅速な保奪検定法がない。特にウイロイド病  ・農家の意歳昏柴  
げ病  は手間と時間を要する．   ・無蕃母尉の増殖、祀布の迅速化  
接木部異  温州萎縮  ・保寿した苗や毯木が流通している                     常病  ・ウイロイド病の簡易検定法の確立  

ウ仰イト◆病  
（エクソコーティス）  

ミカン八ダニ  ・薬剤抵抗性の程度並びに発達する速度が、地域や聞  ・マシン油乳剤の散布  
切によって異なるため，薬剤の澄定が延しい．   ・発生初期の防除を徹底する。  

・施没我培では、乳剤を使用すると藁留が発生する恐  ・薬剤感受性検定で有効な薬剤の散布  
れがあり、使用出来る業剥が限られるため．感受性  ・簡易な薬剤感受性験定法の妬立  
の低下する速度が速い。   ・天敵等の生物的防除法の開発   
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農作物名  病害虫名   問  題  対  策   

かんきつ  ア7’ラムシ類  ・ブタアブラムシの合成ビレスロイド剤及び有披リン  ・同一系統薬剤の連統紋用を避け、輪番使用とす  

剤に対する薬剤感受性が低下している。   る。  
・地域や幽執こよって薬剤感受性が異なるため．薬剤  ・発生柳川の防除を徹底する。  
の選定が諾しい．   ・有効な薬剤の開発と登録  

ミカン寺川アサ●  ・効果の高い薬剤の脚発と登魚  
ミウマ   ・施設内郎及び周辺の除草   

かんきつ  カ柏シ類   ・生垣について不明な点が多く、飛来及び加宵の有無  ・カメムシ短の生垣の解明   
な  し  やその時期について．予測が開廷である。   ・飛来予測技術の開発  

・移動性が高いため薬剤散布のタイミングが放しく、  ・フェロモン耕利用等による簡易で的確な発生予  
また蒸剤の残劾が短く、十分な防除効果が得られな  察法の確立  
い。   ・効果が高く残効の長l一茶剤の開発  

・合成ビレスロイド剤の使用回放が増えるとミカンハ  ・天敢や放生勒辱を利用した生物的防除億の開発  
ダニの多発生をまねく±   ・フェロモン剤等を利用した防除法や忌避灯等の  

物理的防除法の開発及び確立   

ぴ  わ  灰斑病  ・効果の高い薬剤が少ない。   ・効果の高い薬剤の開発と登鼓  

褐鼓柄  ・登録薬剤がない。   ・他病苔との同時防除  
・効果の高い薬剤の開発と登隷   

ぴ  わ．  自紋羽病  ・立毛中の防除が撤しく．現行の防除法では労力がか  ・立毛中の緬易な防除法の確立   
な  し  かり効果が十分でない。   ・植付前の土壌消毒  

・効果の高い防除法と効果の高い薬剤がない．   ・効果の高い藁剤の開発と登鎧   

茶   赤麓病  ・発生生返が不明で，防除遠州も明らかでない。   ・発生生娘の解明  
・効果の高い薬剤がない．   ・耕穂的防除技術の確立  

・効果の高い薬剤の開発と登録  

州シロ射がラ  ・樹冠内部の接辞に寄生するため，発生の早期発見が  ・ふ化時期の的確な砿過と迅速な伝達  
ムシ   伍しく、散布薬剤が到達しにくいた凱 防除が困難  ・天敵や放生功利用による生物的防除法等の有効  

である。   的な防除法の確立   

い ち ご  炭症病  ・曜病性晶徴の搬軋   ・抵抗性晶穂の育成。  
・潜在感染株を親株床，本圃に定植．   ・潜在感染操の簡易検定方法の開発。  
・潜在感染珠の判別が国道である．   ・育苗初期からの耕松明・化学的防除の徹底。  
・汚染圃場（親株・育苗床）の連用．   ・親株・育苗床の更新又は土壌消葦の徹底．  
・耕種飼防除（耐除け，全面マルチ等）の不徹底。   ・有効薬剤の開発と登録。  

ハスモショトウ  ・有効な薬剤が少ない。   ・フェロモントラップ利用による薬剤防除適期  
・開花交配瀾の液剤撒布は奇形梁を生じる．また，受  （若齢期）の把握  
粉用のミツバチに影響のない薬剤が少ない。   ・他宙虫との同時防除  

・脚花期前の徹底朗除  
・ミツパチに影響のない有効薬剤の開発と登録   

アス〝う力■ス  別，ナス類  ・登録薬剤がない。   ・地番虫との同時防除  
・有効薬剤の開発と登録  
・耕種朗及び物理的防除技術の確立   

ばれいしょ  シロイチモシ’ヨトウ  ・薬剤感受性が低く．有効な登録薬剤が少ない。   ・地番虫との同時防除   
アス八●ぅがス  ・薬剤がかかりにくいところに生息して食害するので  ・有効薬剤の開発と登録   

ね  ぎ  ．薬剤の効果が上がりにくい。   ・施設栽増での防虫網による耕確約防除法，フェ   
カートション  ・傾斜地が多いため．題地裁壇でのフニロモン剤によ  ロモン剤による密度抑制．青色蛍光灯によるト   

にんじん  る密度抑制（交信推乱）効果が上がりにくく．導入  
が蓬しい．   

い ち ご  タバコガ類  ・有効な登録薬剤がない。   ・他沓虫との同時防除   
花き類  ・花薗の内部など薬剤がかかりにくt1ところに生息し  ・有効薬剤の開発と登録   

（カー‡－シュン  て食害するので．薬剤の効果が上がりにくい   ・発生生娘の解明   
他）  ・発生生態が十分に解嘲されてしlないミ   ・別種軋 物理的及び生物的防除法の確立   

き  く  マ〃lモク●リハ●ユ  ・丑隷薫剤が少ない．   ・他事虫との同時防除   
ガーベラ  ・苗での寄生の発見が若しく．寄生苗の移動により発  ・談宙染の除去や収樺後の被害残波の徹底処理   

ト マト  生地域が拡大。   ・育苗時の徹底防除   
な  す  ・ナスやトマトなどⅢ荷物に直接大きな被害を及ぼさ  ・防虫網の設置や黄色粘着トラップ（ITシート  

ない作物における防除の目安がない‘   ）による防除辱．桝租的並びに物理的防除技術  
・要防除水準の設定   
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農作物名  病富虫名   問  題  対  策   

い ち ご  ミカンキイロアサ●ミ  ・薬剤感受性が低く，有効な薬剤が少ない。   ・有効薬剤の開発及び蟄録   
きゆうり  ウマ   ・他のアザミウマ斯との肉眼判別が挺しく．薬剤の邁   

きく  定等適切な防除が困難である。   
ガーベラ  

川コギキヨウ  
ばら  

ト マト  黄化葉巻病  ・病原ウイルス（TYLCV）のトマト以外の作物（川コキー  ・育苗細からの防除の徹底。   
ト揖手●キョウ  葉巻病（仮  キョウ）への感染拡大   ・圃場内部及び周辺の除草の徹底，  

称）   ・発生生垣に不明な点が多い（寸シカコナシ■ラミによる伝  ・良家以外（家庭菜園など）のトマト栽培者への  
搬．コナシ■ラミの椎卵伝染及び他作物での病微等）．   意慮啓環  

■媒介昆虫であるシ仙●－リーフコナシ■ラミの防除が閉赴である  ・簡易診漸方法の開発。  

・簡易な診断方法が無い。  ・有効薬剤の開発及び登録。   
・育苗期に使用できる拉剤が少ない。  
・病珠の抜き取り，コテ㌻ラミ進入防止ネット設研の不徹  

旺。  
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